
（報酬様式別添４）

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

住　所 松本市蟻ケ崎1-1-24蟻ケ崎中部ビル2Ｆ 管理者名 出水 雄二

連携先企業（担当者） ほしの社会保険労務士事務所　星野由美子所長

利用者からの意見・評価

「代表も大変な経験をしていることを知り、自身も頑張らなくてはいけないと思った」
「自分が負のパターンを繰り返していることを知るきっかけとなった。変えたいと思った。」
「金銭管理の大切さは感じたが、自分にできるかは正直不安が残った。」
　などの意見が聞かれた。

電話番号 ０２６３－３１－０８５７ 対象年度 令和6年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先の企業や事業所等の意見または評価

机上の空論ではなく、講演者自身の実例か
ら臨場感のある金銭管理の重要性を理解
し、利用者自身の今後のキャリアアップの
為の道筋への理解を深める。

「机上の勉強」の域を出て、実例を踏まえ
た金銭管理に対する講演だったため、自身
の現状や過去の経験と照らし合わせること
ができ、「今後のキャリアアップに活かそ
うと思った」や「今日から気をつけたいと
思った」などの感想が寄せられた。

ＳＴＯＶＥ事業所内
2024年12月27日開催
社労士より実習を受けた講演者（STOVE管理
者出水）が、自身の実例を踏まえた金銭管
理の重要性について、また、人生脚本の視
点から利用者のキャリアアップについても
講義した。

写真は、講演に続いて実施された利用者一
人一人による今年の振りかえり発表の様
子。「成長」などのポジティブな発言と共
に「悩み」のような切実な実態の話も聞か
れた。利用者それぞれ、その人固有の悩み
を抱えており、そんな仲間同士が集まった
環境であるからこそ、チャレンジする勇気
を持てるのだと感じられる場面となった。

講演の監修を依頼した「ほしの社会保険労務士事務所」星野所長からは、『実例を伴う講演内容から
一般的な金銭管理の講義以上に聴講者の感情に訴える場面が多く見られた。それにより、「勉強して
ためになった」のような定型的な感想ではなく、自身の行動を変えようとするエネルギーが伴う講演
となり、自分自身の今後の講演の参考にもさせてもらおうと思った。』という高い評価をいただい
た。

ＳＴＯＶＥ松本 事業所番号 2010201396

令和　７　年　４　月　１　日

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書
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